
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業

（単位：円）

効果
PCR検査を34,123人、抗原検査を22,331人に対して行い、575件の陽性を判定することで、
市中の感染拡大の抑止と、市民の安心・安全を確保することができた。

事業期間 R3.5.28～R4.3.31

写真

目的
新型コロナウイルス感染症の検査を身近に受けることができる環境を整えることにより、感染
者の早期発見による感染拡大防止と市民の安心を確保するため、ＰＣＲ検査センター（抗原
検査センター併設）を開設する。

実施内容
感染に不安を感じる市民及び市内に通勤・通学している無症状の方を対象に、ＰＣＲ検査及
び抗原検査を受検できる体制を整備した。
また、観光客を対象に、抗原検査を受検できる体制を整備した。

実施計画№

総事業費
財源内訳

臨時交付金 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

担当課事業名称

268,641,417

健康推進課ＰＣＲ検査センター開設事業3

421,093,000689,734,417


